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A 県 B 市内 C ケアハウスに居住する年齢 60 歳以上
の居住者 80 名（男性 19 名、女性 61 名）に対して 2004
年 7 月に、施設長を通じて体操への参加者を募集した。
その結果 38 名が応募し、2004 年 7 月からトンプソンら 
(2005) が開発した体操を実施した。本研究の対象者
は体操に応じた 38 名を対象とした(表 1)。 
表１. 基本属性 
  男性(8 名） 女性（30 名） 
年齢(歳） 76.3±6.0 77.9±5.6 
身長(cm） 164.2±5.4 146.9±5.9 








ログラムの 2 種類であった。 
訪問頻度は対面式プログラムについては、2004 年7 月
から 10 月までは週 2 回、施設側の要望により 2004 年
11 月から 2006 年 3 月までは月 2 回、2006 年 4 月から
は月3回、午前10時から11時まで実施した。ビデオプ
ログラムについては、実施日は毎週月曜日から金曜日
までの毎朝 10 時から約 50 分間、職員の操作でビデオ
スポーツ科学研究, 5, 137-143, 2008 年 
 
 139
表 ２ 体操プログラムの実施回数と延べ参加人数 
 
年月 実施回数 延べ参加人数 
 対面式 ビデオ 対面式 ビデオ 
2004 年 7 月 11 1 155 12 
8 月 7 13 135 135 
9 月 9 7 166 72 
10 月 2 13 155 45 
11 月 2 13 40 185 
12 月 2 12 32 146 
2005 年 1 月 2 11 27 137 
2 月 2 13 15 148 
3 月 2 14 32 209 
4 月 2 13 42 192 
5 月 2 14 34 225 
6 月 2 20 31 316 
7 月 2 18 34 311 
8 月 0 23 0 396 
9 月 2 12 35 179 
10 月 4 14 45 155 
11 月 2 18 40 185 
12 月 2 16 32 146 
2006 年 1 月 2 14 40 217 
2 月 2 18 34 283 
3 月 2 18 38 292 
4 月 3 15 62 241 
5 月 3 17 60 216 
6 月 3 17 55 209 
7 月 2 18 36 274 
8 月 1 22 19 342 
9 月 3 16 59 223 
10 月 5 6 99 102 






デオプログラムを合わせて計 489 回行なった。28 ヶ月
間の対面式プログラムとビデオプログラムの実施回数






























ピングし、0 点（最低）から 100 点(満点)の間で各 QOL
得点を評価した。質問項目は 36 問あり、(1)身体機能 
(physical functioning: PF)、(2)日常役割機能：身体（role 
physical: RP)、(3) 体の痛み (bodily pain: BP)、(4)全体
的健康感（general health: GH）、(5) 活力（vitality: VT）、
(6) 社会生活機能（social functioning: SF）(7)日常役割
機能：精神（role emotional: RE)、(8) 心の健康 (mental 





いて、因子得点の平均点を 50 点、標準偏差を 10 点と
する方法で算出し、身体的健康（Physical component 






























































回数  （歳）     （ｋｇ） （秒） （秒）    
参加回数 1.000  -0.103  0.089  -0.053  0.148 -0.361* 0.161 -0.226 -0.108 -0.089 -0.107  -0.266 -0.084 
性   1.000  0.077 -0.018 0.023 0.009 0.278 -0.383* 0.104 -0.024 0.055 -0.233 -0.250 
年齢     1.000  -0.262 0.291 -0.051 -0.041 -0.025 -0.187 0.305 0.257 -0.156 -0.076 
ＢＭＩ       1.000  -0.149 0.212 -0.021 0.238 0.085 0.054 0.009 0.165 0.314 
介護度         1.000 0.001 -0.248 -0.354* -0.231  0.545** 0.442** -0.446** -0.140 
居住年数           1.000 -0.068 0.105 0.122 0.090  0.028 0.159 0.167 
サークル活動の有無           1.000 -0.248 -0.068 -0.003 0.053 -0.420** 0.120 
握力               1.000 0.445** -0.234 -0.206 0.311 0.232 
開眼片足立ち                 1.000 -0.442** -0.357* 0.060  -0.122 
５ｍ歩行                   1.000  0.594** -0.451** 0.000 
老研活動指標                     1.000  -0.375* 0.007 
ＰＣＳ                       1.000  0.201 
ＭＣＳ                         1.000 
* p＜0.05,  ** p<0.001                       
 























1993 年４月から 1995 年 12 月までの 20 ヶ月間のうち、
運動教室の非継続者は全体の 25％であったことを示し
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